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現代

新
し
い
教
育
制
度
は
、
米
国
教
育
使
節
団

の
報
告
書
に
基
づ
き
、
教
育
刷
新
委
員
会
が

提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
二
十
二
年（
一

九
四
七
）
三
月
に
教
育
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、

四
月
よ
り
六
・
三
・
三
・
四
制
の
新
学
制
が

成
立
し
、
義
務
教
育
が
九
年
、
男
女
共
学
に

な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
教
科
書
の
軍

国
主
義
的
内
容
を

黒
々
と
墨
塗
る
こ

と
か
ら
戦
後
の
教

育
が
始
ま
っ
た
。

国
民
学
校
初
等

科
は
小
学
校
と
な

り
、
高
等
科
を
廃

止
し
て
新
制
中
学

校（
当
時
の
小
松
市

で
は
、
芦
城
中
、
小

松
中
、
八
代
中
な
ど

八
校
）
が
創
設
さ

れ
た
。
新
学
制
は
、

教
育
内
容
及
び
方

法
上
に
お
い
て
も

一
大
変
化
を
も
た

ら
し
、
新
し
い
社
会
科
の
誕
生
、
単
元
学
習
、

問
題
解
決
学
習
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
系

統
学
習
等
が
提
唱
さ
れ
た
。

昭
和
二
十
三
年
十
一
月
に
市
町
村
と
し
て

全
国
に
さ
き
が
け
て
小
松
市
に
教
育
委
員
会

教
育
の
民
主
化
と
六
・
三
制

2

小松市教育研究所（現・小松市教育センター）は市立稚松小学校内に置かれた（『小松高等学校百年史』より）

日末小学校（昭和36年4月） 第一号のA級防音校舎として竣工する。木
造校舎から白亜に青い窓枠の近代的なモデル校舎として世の注目を集め
た（『小松・加賀・能美 今昔写真帖』より）

墨塗られた国民学校教科書（石川県文教会館所蔵）
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が
設
置
さ
れ
た

昭
和
二
十
四
年
四
月

こ

れ
ま
た

全
国
ど
こ
に
も
例
の
な
い
小
松
市

教
育
研
究
所
（
現
・
小
松
市
教
育
セ
ン
タ

）

が
市
立
稚
松
小
学
校
内
に
開
所
し
た

初
代

所
長
井
口
秀
一
氏
は『
小
松
の
教
育
』で「
新

時
代
の
建
設
は
教
育
に
負
わ
ね
ば
な
ら
ぬ

そ
の
教
育
も
従
来
の
官
制
教
育
の
画
一
性
を

打
破
し
た
民
主
主
義
教
育
を
打
ち
立
て
ね
ば

な
ら
ぬ

こ
の
新
し
い
教
育
は

児
童
生
徒

の
具
体
的
な
生
活
や
実
際
生
活
を
重
ん
ず
る

こ
と
に
よ

て
個
性
の
完
成
を
図
る
と
と
も

に

社
会
に
役
立
つ
教
育
で
あ
る
べ
き
で
あ

る

�
�
（
後
略
）」
と
述
べ

戦
後
の
小

松
の
教
育
の
あ
り
方
を
示
唆
し
て
い
る

昭
和
二
十
三
年
に
盲
学
校

聾
学
校
に
お

け
る
特
殊
教
育
の
義
務
制
が
し
か
れ

そ
の

後

昭
和
五
十
四
年
か
ら
の
養
護
学
校
の
義

務
制
と
続
く
経
緯
の
中
で

昭
和
四
十
三
年

に
小
松
市
立
養
護
学
校（
現
・
石
川
県
立
小
松

特
別
支
援
学
校
）を
開
校
し
た
そ
れ
は
養
護

学
校
の
義
務
制
施
行
以
前
に
お
い
て
小
松
の

特
殊
教
育
が
実
施
さ
れ
た

県
内
市
町
村
に

先
駆
け
て
設
置
さ
れ

市
単
独
の
養
護
学
校

と
し
て
全
国
的
に
も
有
名
に
な
り

特
筆
す

べ
き
事
例
で
あ
る

小
松
市
の
教
育
に
対
す

る
進
取
な
気
風
は

現
在
も
学
校
教
育

生

涯
学
習
な
ど
に
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
る

小
松
の
戦
後
教
育
の
特
徴
と
し
て

昭
和

三
十
六
年
四
月

日
末
小
学
校
の
第
一
号
防

音
校
舎
が
完
成
し
た

そ
の
後
も
各
校
で
防

音
校
舎
が
建
設
さ
れ
空
調
装
置
も
整
備
さ
れ

て
い

た
学
校
給
食
は
自
校
方
式
で「
安

全
」
と「
ぬ
く
も
り
」を
基
本
に
し
た
き
め
細

か
な
給
食
を
推
進
し
て
い
る

（
橋
本
正
準
）

2 芦城中
安宅中
丸内中
板津中
松陽中
御幸中

南部中

国府中

中海中

松東中

（S44･3閉校）

板津中（S59）

安 宅 中（S53）

松 東 中（S41）

小松市辰口町学校組合立国府中学校
（S31～37）

（S37）

（S36）
丸 内 中

南 部 中（S33）

安 宅 中（S25）

中 海 中（S27）

丸之内中（S24）

松 陽 中（S24）

国 府 中（S24）

芦 城 中（S22）
安 宅 中（S22）
小 松 中（S22）
板 津 中（S22）
第 一 中（S22）
八 代 中（S22）
御 幸 中（S22）
粟 津 中（S22）
矢田野中（S22）
月 津 中（S22）
那 谷 中（S22）
小 野 中（S22）
和 気 中（S22）
中 海 中（S22）
原 中（S22）
西 尾 中（S22）
金 野 中（S22）
瀬 谷 中（S22）
大 杉 中（S22）
新 丸 中（S22）

注 『小松市史（3）市政篇』『小松の教育 第二集』等により作成

小松市 中学校沿革略史

▲

▲

▲

▲

▲

▲

小松市立養護学校（現・石川県立小松特別支援学校） 芦城小学校校地内に建
てられた（『小松市立養護学校創立十五周年記念誌 灯をかゝげて』より）


